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一般社団法人 日本自動車工業会
一般社団法人 日本自動車部品工業会
一般社団法人 日本自動車車体工業会
一般社団法人 日本自動車タイヤ協会
一般社団法人 日本自動車販売協会連合会
い す ゞ 自 動 車 販 売 店 協 会
ト ヨ タ 自 動 車 販 売 店 協 会
日 産 自 動 車 販 売 協 会
Ｕ  Ｄ  ト ラ ッ ク ス 販 売 協 会
日 野 自 動 車 販 売 店 協 会
三 菱 自 動 車 販 売 協 会
三菱ふそうトラック・バス販売協会
全 国 ス バ ル 自 動 車 販 売 協 会
ダ イ ハ ツ 自 動 車 販 売 協 会
全 国 マ ツ ダ 販 売 店 協 会
ス ズ キ 自 動 車 販 売 店 協 会
ホ ン ダ 自 動 車 販 売 店 協 会
一般社団法人 全国軽自動車協会連合会
日 本 自 動 車 輸 入 組 合
一般社団法人 日本中古自動車販売協会連合会
一般社団法人 日本自動車整備振興会連合会
一般社団法人 日本自動車機械工具協会
公益社団法人 全日本トラック協会

公益社団法人 全 国 通 運 連 盟
公益社団法人 日 本 バ ス 協 会
一般社団法人 全国ハイヤー・タクシー連合会
一般社団法人 全国自家用自動車協会
一般社団法人 日本損害保険協会
石 油 連 盟
一般社団法人 全日本指定自動車教習所協会連合会
一般社団法人 全国自動車標板協議会
一般財団法人 自動車検査登録情報協会
一般社団法人 全国レンタカー協会
一般社団法人 日本自動車リース協会連合会
一般財団法人 日本モーターサイクルスポーツ協会
一般社団法人 自動車公正取引協議会
全国自動車検査登録印紙売捌人協議会
一般財団法人 関東陸運振興センター
一般社団法人 東京都トラック協会
一般社団法人 神奈川県トラック協会
一般社団法人 日本道路建設業協会
一般社団法人 日 本 ゴ ム 工 業 会
一般社団法人 日 本 塗 料 工 業 会
一般社団法人 板 硝 子 協 会
日本自動車車体整備協同組合連合会
一般社団法人 日本交通科学学会

一般社団法人 日 本 陸 送 協 会
一般社団法人 日本二輪車普及安全協会
一般財団法人 日本自動車研究所
一般社団法人 日本自動車機械器具工業会
特 定 非 営 利 活 動 法 人 ITS Japan
公益社団法人 自 動 車 技 術 会
公益財団法人 自動車リサイクル促進センター
一般社団法人 日 本 ガ ス 協 会
一般社団法人 日本自動車運行管理協会
一般社団法人 日本自動車用品・部品アフターマーケット振興会
一般社団法人 自動車再資源化協力機構
一般社団法人 自動車用品小売業協会
一般社団法人 日本オートオークション協議会
日 本 中 古 車 輸 出 業 協 同 組 合
全国オートバイ協同組合連合会
一般社団法人 日中投資促進機構
一般財団法人 日本自動車査定協会
一般財団法人 全日本交通安全協会
公益財団法人 日本自動車教育振興財団
一般社団法人 日本鉄リサイクル工業会
全日本自動車部品卸商協同組合
一般社団法人 日本自動車購入協会
一般社団法人 青森県自動車団体連合会

一般社団法人 岩手県自動車会議所
一般社団法人 宮城県自動車会議所
一般財団法人 秋田県全自動車協会
山 形 県 自 動 車 団 体 連 合 会
一般財団法人 福島県自動車会議所
東 京 都 自 動 車 会 議 所
一般社団法人 神奈川県自動車会議所
一般社団法人 静岡県自動車会議所
一般社団法人 愛知県自動車会議所
一般社団法人 岐阜県自動車会議所
一般社団法人 三重県自動車会議所
一般社団法人 富山県自動車会議所
一般社団法人 石川県自動車会議所
一般社団法人 福井県自動車会議所
一般社団法人 大阪自動車会議所
一般社団法人 徳島県自動車会議所
一般社団法人 香川県自動車会議所
愛 媛 県 自 動 車 会 議 所
高 知 県 自 動 車 会 議 所
一般財団法人 大分県自動車会議所

（ほかに企業会員75、推薦会員１）

が、その後の車両
や自動車社会のい
ろいろな出来事を
リアルタイムで見
ながら育った、と
いう思いがありま
す。道路ネットワ
ークの充実、交通
事故や暴走族、公害等といった時々の課題、税制
など諸制度の変容とも関連しつつ変化を遂げてき
た自動車交通の姿がありますが、その中で「姿を
消してしまったもの」も数多い。
　たとえば「ABS（アンチロックブレーキ）や
ESC（横滑り防止装置）」が装備されている「理由」
等も、今の若い人たちは知る機会がなくなりつつ
あります。自動車側（技術等）が自動的に制御し
てくれるため、それらの装置が付いていない自動
車の「何がどう危険なのか」のリアリティが乏し
く（むろん安全上は好ましいことなのですが）、
正しい理解を深めていただく上では、それらを誰
かが「語り継ぐ」意識もまた必要なのでは、と思
うのですね。
　“ブレーキ過熱事故”も未だになくなりません
が、技術の進歩に「助けられていること」の背景
などは今一度語られてもよい「伝承」なのでは
……そんな気がしています。

日本自動車会議所会員（2023年４月15日現在）＝団体会員89、順不同＝

　皆さま、こんにちは！
　（一社）日本交通科学学
会理事（総務担当）の吉村
と申します。この度は貴重
な誌面を頂戴し、このよう

に皆さまにお話できる機会を賜り、誠に光栄に思
います。ここでは「日本交通科学学会」役員とさ
せていただいていますが、実の処いわゆる研究者
としての生活を送っているわけではありません
（笑）。
　約10年前まで、26年間にわたりJAF（日本自動
車連盟）の職員としてもっぱら交通安全やエコ・
ドライブ、自動車税制の事案等に従事。日本自動
車会議所との接点もその時以来となりますが、思
えば長きにわたる不思議なご縁です。現在は交通
心理学の傍らにありつつフリーランス的立場で、
交通の安全や安全運転に関する講師、関連誌への
執筆、映像資料等の制作協力、運転適性診断のお
手伝い等にかかわっております。
　このような仕事をさせていただきながら、思う
ことの一つに「歴史と継承」という事があります。
　近年「自動車産業は100年に一度の大変革を迎
えつつある」という言い回しが、随所で聞かれま
す。手前ごとながら、1961年（昭和36年）生まれ
の身は現在61歳。子どもの頃はマイカーが普及し
始め、トラック輸送等が盛んになり始めた頃です

「伝承」の意識を
（一社）日本交通科学学会理事　吉村俊哉
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